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10) ~S.Kurita and K.Kobayashi,to be published.
分 子 結 晶 の 励 起 子






















そこで実際に結晶構造の知 られている4種麹 の Wurster'S ィォンと, 7種
類のTCNQ,イオンの徴板晶につV'て,薗飯分光光度計で偏光スペク t ,レの測定 ･
を行っ た O その結果分子簡電荷移動過程に伴 う吸収帯が,分子間の重覆り散
分が大きく覆るほど,強 く現われることが示された.これは rl0-boDd構造 と,











田中=朗 '長谷川 津 ･神田邦彦
項のエネルギー分裂△密生ずることに在る. この方の計算を行ってみ ると～,
△ (S-T) ～ k′S2
とをることがわかるO ここで kIはkと同じオーダーの比例定数である . した





いう鮭巣を生 じる . 実酷に,WirsteIJs塩関係の帯磁率の測定を行 うと ,.
その磁性は , linea.r=singmOdel又は dimermodelにより説明される




神 旺 邦 彦
§1 序
薗体の光学的性盤を表わすのに,古典的な Lorentz (絶縁捧)と Drude
(金廠)のモデ′レがあり,この二つの組合せ として光学スペク t JVの多様性が
坪解される場合が多V,1. これを鋲範 として.この数年われわ れかやって来 た
不純物帯賛辞をその光学スペクト/レにまで拡張するO
Lorentz のモデJV
u + rh+ wo2u-ヱ E e~iwtm
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